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足尾での校外学習
６月１５日（木）、中学１年生は、足尾で校外学習を行いました。まず、足尾環境学習センターで足尾

銅山の歴史や鉱毒問題、田中正造についての様々な展示を見学した後、鉱毒により失われた森林をよみが

えらせるために、植樹を行いました。

植樹に先立ち、国土交通省の職員の方から、当時の足尾鉱毒の被害について詳しいお話を聞ききしまし

た。その後、山の斜面に移動し、みんなで力を合わせて１０本の樹を植えました。

今回の足尾での校外学習を通して、足尾鉱毒問題を実感するとともに、その解決を目指していた田中正

造の精神が今も引き継がれていることを知りました。私たちが目標とする「田中正造型」グローバルリ

ーダーに一歩近づけたと感じています。

<足尾環境学習センターを訪問しての生徒の感想>

山口 敏弥くん（中１－１） 慶野 正汰くん（中１－2） 阿部 恭介くん（中１－３）
当時の公害について重く考えな 映像や立体模型から、足尾につ 砂防ダムの大切さや流路工の役

かった工場や廃棄物の適当な処理 いて詳しく知ることができまし 割などを学ぶことができました。
の仕方、大洪水で被害を受けたた た。特に、銅山の掘られた坑道の また、足尾銅山の長さや松木峡谷
くさんの農作物を資料館で見学し、 長さが東京から博多までの距離と が日本のグランドキャニオンと呼
公害について知ることができまし 同じであることが心に残りまし ばれていることを知りました。知
た。これからも身近な公害につい た。また、当時の人々の思いを感 らなかったことを知る良い機会と
て考えていきたいと思います。 じることができました。 なりました。

<植樹を体験しての生徒の感想>

千葉 愛莉さん（中１－１） 石川 珠生さん（中１－２） 飯塚 莉子さん（中１－３）
足尾鉱毒事件から１００年以上 自分の手で木を植え、緑を守る 昔は木の生えていない山が２５

たった今でも山肌が多く見られる ことの大切さを学ぶことができま ００ ha あったそうですが、現在
ことに驚きました。胸が痛くなる した。私は、「緑を壊すことは簡 はその半分になったことを知り、
ような話もありが、植樹体験を通 単だが、豊かにすることは難し 長い年月をかけて植樹をしてきた
して、足尾に緑を取り戻そうと思 い。」という言葉が心に残ってい んだなと感じました。そして、改
う人がとても増えたのではないか ます。これからもこのような活動 めて自然の大切さに気づくことが
と思います。 を大切にしていきたいです。 できました。


